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梶山季之

　ぼくの若い友人に平野雅彦がいる。静岡に住んでい

て、かつてぼくが静岡市のオープンカレッジのような

講座に呼ばれたときに、黒い服を来て、眼をらんらん

と輝かせて、ぼくを黒縁の丸眼鏡の奥から凝視してい

た。

　それから平野君との度重なる交際が始まった。彼は

未詳倶楽部に入り、ＩＳＩＳ編集学校の師範代を務

め、編集工学研究所の学習ソフト開発プロジェクトを

支えてくれた。ぼくが個人的なメディアとして発行し

つづけている『半巡通信』にもメッセージを寄せてく

れた。たいへんにシャイで、まるで江戸の長屋に住む

心優しい素浪人か、オマー・シャリフとともに砂漠を

ゆっくりやってくるアラブの騎士のような風貌なのだ

が、実は極真空手で３位になったこともある兵（つわ

もの）でもあり、まことに自由な計画を練るプラン

ナーでもある。

　その平野君が大好きな言葉がある。それが「せど

り」である。

　「せどり」は「背取り」で、この「背」は本の背表

紙のことをさしている。『広辞苑』には仲買の取次を

して注文品をたずねあてて口銭をとる「競取」（せど

り）が語源だとあるが、いまでは誰もが古本屋の中の

必要な本を抜いて別の古本屋に提供するときに、その

本を適確に抜くことが「せどり」だと見ている。

　そのように「せどり」が本の「背取り」だというふ

うに定着したのは、梶山季之の『せどり男爵数奇譚』
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うに定着したのは、梶山季之の『せどり男爵数奇譚』

のせいだった。きっと平野君もこの一冊を読んで、一

挙に自身のなかにひそむ背取り能力にめざめていった

のではないか。

　というのも、平野君は背取りの名人なのである。

　いやいや背取りの名人などというと、彼が古本業界

で糊口をしのいでいる怪しい人物とおもわれようが、

そうなのではない。妖しくなくはないものの、平野君

は友人や知人がほしがっている本を日本中の古本屋か

らなんらかの方法で見つけだし、これをときにはタダ

で提供してしまうという奇特な人物なのだ。

　とくにぼくがかつてつくった『遊』や『アートジャ

パネスク』（講談社）やぼくの著書が、容易に巷間で

見つからないときは、ぼくのファンは平野君に連絡を

する。すると、いつの日か平野君はその該当本を見つ

けだし、それを当人に知らせてあげるか、送ってあげ

る。その捜し出す方法がなんとも不思議で、なにかの

ときに「ひらめく」そうなのだ。たとえば『遊』６号

がほしいという人物が平野君に連絡をする。そうする

と、平野君はとくに焦るわけでもなく、「はい、いつ

かね」と言って、そのことを仕舞いおく。ところが、

ある日、平野君のアタマのどこかに『遊』６号が世田

谷の多摩川あたりの本屋の片隅に寂しく光っているの

が見えるのだ。

　そこで平野君はその本屋に行く。わざわざ自分で出

かけるのだ。そして、これを入手し、ぼくは口銭はと

もかくも実費くらいはとるべきだとおもうのだが、そ

の本を当人に丁寧に梱包して提供するのである。

　つまり平野雅彦こそは義賊鼠小僧のごとき「せどり

男爵」なのである。

　しかも、この「せどり男爵」は自身がたいへんな愛

書家で、著者関連グッズのコレクターであって、その

ためならどんな時間も費用も惜しまないという男爵な

のである。だから、求めたい本が日本のどこかにある

という「ひらめき」があると、ひそかに単身の旅をし

つづけるのでもあった。

　聞けば、著者関連グッズとしては「手塚治虫」と

「松岡正剛」の堂々二本立てをもって任じているよう

で、その部屋をちょっと覗いた者の話では、なかなか

のコレクションだったという。

　ぼくはその秘密のコレクション・ルームを襲ったこ

● RSSを表示する ● 

　

松岡正剛の最新情報はこちら

いつでも見たい、松岡正剛

 

書名、または著者名からバック
ナンバーを検索できます

 Google 検索

 Web  www.isis.ne.jp

千　夜　千　冊　BACK
NUMBER

→ [目次]
1144 『海上の道』柳田国男
1143 『異装のセクシャリティ』石井達朗
1142 『日本人の自画像』加藤典洋
1141 『稲と鳥と太陽の道』萩原秀三郎
1140 『猿と女とサイボーグ』ダナ・ハラ

ウェイ
1139 『カムイ伝』白土三平



2007/07/19  11:09 AM松岡正剛の千夜千冊『せどり男爵数奇譚』梶山季之

ページ 3/5http://www.isis.ne.jp/mnn/senya/senya0536.html

　ぼくはその秘密のコレクション・ルームを襲ったこ

とはないのだが（いつか急襲しようとはおもっている

が）、どうやらぼくのものもいろいろ貯めこんでいる

らしい。手塚治虫と並べられたのはなんとも光栄のか

ぎりである。ただそういう事情だけに、ぼくとしては

なんとか平野君に「損」をしてもらいたくはないの

で、せめてここに平野君の異様な能力を公開して、平

野君におねだりする諸君に平野君への正しい礼儀を欠

かないことを訴えるものだ。

　さて、おまたせしました。梶山季之の「せどり男

爵」の物語であるが、掘り出しものの古本を安く探し

ては別のところへ高く転売する仕事をしている笠井菊

哉という男が、偶然ながら６つの事件をめぐった話

を、たまたま「私」が聞き出すというミステリー仕立

てになっている。1974年の「オール読物」に連載され

た。

　おまたせしたうえですまないことだが、ここで事件

のひとつひとつを案内する気はない。なにしろ数々の

書痴やビブリオマニアが登場し、奇妙な古書店やオー

クション会場を舞台に、和綴本『京すずめ』、光悦

『謡曲百番』、発禁後は十部しか現存していないはず

の荷風『ふらんす物語』、ルーズベルト大統領の３冊

の蔵書、シェイクスピアのフォリオ、幻の稀觀本とい

われるザビエルがもたらした『精神修行の要領』、

1631年にロンドンで出版された『邪悪聖書』などなど

をめぐって、微妙な人間関係と功利関係と愛欲関係が

描かれるというもので、これはただ読めばよろしい。

それだけで手軽にたのしめる。

　そういうなかに、突然、日本の南進政策はまちがっ

ていて、まずハワイを占領してメキシコと同盟を結

び、アメリカ西部の日系人と呼応してアメリカ本土を

責めるべきだったなどという大胆な会話が挟まってく

る。 

　こういう按配は梶山季之がもともとは週刊誌のトッ

プ屋で（「週刊文春」創刊号からトップ記事を書いて

いた）、ありとあらゆる情報に通じていたことをおも

わせるとともに、梶山がダテに記事を書いていたので

はなく、そうとう現代史をふくむ歴史の暗部について

定見をもっていたことを窺わせる。

　いま、梶山季之を読む読者は少ないのではないかと
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　いま、梶山季之を読む読者は少ないのではないかと

おもう。45歳で香港で客死したため、長編作品が少な

いせいもあるが、当時は社会派・産業小説といえ

ば、松本清張よりも梶山季之だった。田宮二郎が主演

した傑作『黒の試走車』など、映画で見覚えのある読

者も いるにちがいない。

　映画といえば、ぼくは梶山の『李朝残影』が好き

で、こういうものこそが、あの中国映画や韓国映画が

傑作を連打した時期に先駆けて日本で映画化をすれば

よかったのではないかとおもっていた。むろんいまか

らでも遅くない。

　梶山は『噂』という月刊誌も手がけた。みずから編

集刊行の責任をとったもので、ぼくにはいささか因縁

を感じるところがあった。なぜなら『噂』は1971年に

創刊されたのであるが、この年はぼくが『遊』を創刊

した年でもあったからだ。

　その梶山が残した「せどり男爵」がいま平野雅彦と

いう精神義賊によって、新たな相貌をもって蘇ってい

る。なんだか温かいものを感じるのである。

　ところで、いまはブックオフのような新手の古書店

が出現して、誰もが「せどり」をしやすくなってい

る。ブックオフは新刊本が高くて刊行日が古くなって

いくぶん安くなっているからで、これはよくよく捜し

出せば、けっこう掘り出しものに出会えるからであ

る。けれどもよほどの精力がないかぎりは、うまい

「せどり」を抜ききることはできない。

　古本屋を回った経験がない者には本格的な「せど

り」は無理なのだ。どうしても「せどり」をしたいな

ら、平野君に「ひらめき」の秘密を聞くことである。
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